
県独自措置の対応（概要） 
  現下の感染状況は落ち着いており、医療体制が安定している状況を踏まえ、国の基本的対処方針に 

基づいた一定の緩和措置を行う。 

県独自措置（現行） 
(特措法第 24 条第 9項等) 

県独自措置(変更後) 
(特措法第 24 条第 9項等) 

区域：県全域 区域：県全域 

期間：R3年 10 月 22 日(金)～ 期間：R3年 11 月 26 日(金)～ 

[外出自粛等] 
○3 密の回避、ﾏｽｸ着用、手洗い等基本的な感染対

策を徹底 
○外出時には混雑している場所や時間を避けて少

人数での行動を要請  
○感染対策が徹底されていない飲食店、ｶﾗｵｹ店等 

の利用を厳に控えることを要請 
○｢新型ｺﾛﾅ対策適正店認証｣認証店舗利用の推奨 等 
 
[飲食店等] 
・人数制限：同一テーブル 4人以内 
 
「新型コロナ対策適正店認証制度」認証店舗 
○同一ﾃｰﾌﾞﾙ 4 人以内(*1)、短時間(2 時間程度以
内)での飲食の協力依頼 

 
 
上記以外の非認証店舗 
○同一ﾃｰﾌﾞﾙ 4 人以内(*1)、短時間(2 時間程度以
内)での飲食を要請 

○酒類提供の場合は、「一定の要件(*2)」を満たす
ことを要請 

○「新型コロナ対策適正店認証」取得の推奨 
 
 (共通) 
○感染対策徹底を要請 
・ｶﾗｵｹ設備利用の場合、利用者の密の回避、換気
の確保など、感染対策の徹底を要請 

 
 [多数利用施設等] 
(多数利用施設・イベント関連施設共通) 
○人数管理、人数制限、誘導等の入場者の整理等の

実施を要請 
○酒類提供の場合は､｢一定の要件(*2)｣を満たすこ

とを要請 
○業種別ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ等に基づく感染対策の徹底を要請 
 
(イベント関連施設) 
○イベント開催制限の要件を準用した施設の運用

を要請（施設でイベントが開催される場合） 
 
[イベント開催制限] 
○国の開催基準に準拠 ※10/31～適用 
 人数上限：5,000 人又は収容定員 50％ 

のいずれか大きい方 
収容率 ：大声なし 100％､あり 50％ 

(人数上限と収容率のいずれか小さい方) 
         
[出勤抑制] 
○在宅勤務(テレワーク)取組の推進 

[外出自粛等] 
○3 密の回避、ﾏｽｸ着用、手洗い等基本的な感染対

策を徹底 
○外出時には混雑している場所や時間を避けて少

人数での行動を要請  
○感染対策が徹底されていない飲食店、ｶﾗｵｹ店等 

の利用を厳に控えることを要請 
○｢新型ｺﾛﾅ対策適正店認証｣認証店舗利用の推奨 等 
 

[飲食店等] 
・人数制限の緩和措置 
 
「新型コロナ対策適正店認証制度」認証店舗 
○人数制限なし、短時間(2 時間程度以内)での飲食
の協力依頼 

 （年末年始は、同一ﾃｰﾌﾞﾙ 4 人以内(*1)を推奨） 
 
上記以外の非認証店舗 
○同一ﾃｰﾌﾞﾙ 4 人以内(*1)、短時間(2 時間程度以
内)での飲食の要請 

○酒類提供の場合は、「一定の要件(*2)」を満たす
ことの要請 

○「新型コロナ対策適正店認証」取得の推奨 
 
(共通) 
○感染対策徹底を要請 
・利用者の密の回避、換気の確保など、業種別ガイ
ドライン等に基づく感染対策の徹底を要請 

 
[多数利用施設等] 
(多数利用施設・イベント関連施設共通) 
○業種別ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ等に基づく感染対策の徹底を要請 
○酒類提供の場合は､｢一定の要件(*2)｣を満たすこ

との要請 
 
 
 
 
(イベント関連施設) 
○イベント開催制限の要件を準用した施設の運用

を要請（施設でイベントが開催される場合） 
 
 [イベント開催制限]  
○国の開催基準に準拠 

｢感染防止安全計画｣策定(5,000 人超かつ収容率 50%超) 
・人数上限 収容定員まで （11/25～受付開始）
・収 容 率 100％(※「大声なし」が前提) 
上記以外の催物 
・人数上限 5,000人又は収容定員50％ 

のいずれか大きい方 
・収容率   大声なし 100％､あり 50％ 

(人数上限と収容率のいずれか小さい方)  
[出勤抑制] 
○在宅勤務(テレワーク)取組の協力依頼 

 
(＊1) 同一ｸﾞﾙｰﾌﾟの同一ﾃｰﾌﾞﾙへの入店案内は 4人以内（同居家族や介助者等を除く） 
(＊2) ｱｸﾘﾙ板等の設置(又は座席の間隔(1m 以上)の確保)、手指消毒の徹底、食事中以外のマスク着用の推奨、 

換気の徹底、同一ｸﾞﾙｰﾌﾟの同一ﾃｰﾌﾞﾙへの入店案内は 4 人以内（同居家族や介助者等を除く） 
※「大声」：観客等が通常よりも大きな声量で、反復・継続的に声を発すること 


